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データサイエンスの時代へ 

金 明哲 

 
本稿の執筆の知らせを受け取ったのは 2020

年 3 月 24 日(火)でしたが，雑事にかまけて忘

却の彼方に消え去り，去る 5 月 7 日に届く催

促のメールにて思い出しました．藤田泰昌先

生をはじめとする関係者の方々にご心配とご

迷惑をおかけしたことにお詫びいたします．

記憶を辿れば本学会に入会したのは，村上征

勝先生の指導の下で博士論文を執筆するとき

でありました．会員歴がまだ 30 年にも至らな

いものが，巻頭に何かをしたためることに躊

躇いがないと言えば嘘になります．正確なデ

ータを調べていませんが，入会時の正会員は

1200 人前後だった気がします．それが今にな

って 800 人をも大きく下回ることになったこ

とは残念でなりません．一会員として，学会

繁栄につなぐ努力と貢献の至らなさを反省し

ております． 
さて，2020 年が始まるとともに新型コロナ

ウイルス(COVID-19)が２～３か月の間に急

速に世界中に蔓延し，地域・業種を問わず前

例がない挑戦に直面しています．教育関係で

は，周知のように 2020 年度の前半はオンライ

ン授業へのシフトを余儀なくされ，様々な工

夫が凝らされています．これがきっかけで，

教育にも何らかのイノベーションがもたらさ

れるのではと思えてなりません．データサイ

エンス関係も例外ではありません．中国や韓

国では社会環境に関連するビッグデータを有

効利用して，感染ルートの追跡と感染拡大を

食い止めた実例が多々報告されています．プ

ライバシーへの侵害を危惧する声などの諸問

題を残し，社会環境上のビッグデータの扱い

の是非については，人類学，倫理学，政治学

などを含めた多方面を巻き込む議論が続くこ

とに間違いありません． 
日本は，新型コロナウイルスに対する遅れ

を取っていますが，データサイエンスに基づ

いた人間の行動モデルで新型コロナウイルス

に立ち向っています．北海道大学の西浦博教

授らが感染症の数理モデルによるシミュレー

ションに基づいて算出した接触 8 割減モデル

(行動計量学)を呼びかけ，全国民の協力のも

と，それが奏功し，毎日報道される新しく判

明された感染者数が減少の一途を辿っていま

す．本稿が皆さんに届く日には新感染者数が

ゼロになることを期待してやみません．日本

中の新感染者数の減少傾向は，ひとえにデー

タサイエンスに基づいた国民の努力の成果と

いえるでしょう．これと対照を成すのは，デ

ータと科学を完全に無視し，多くの国民に命

を落とさせている科学・技術・金融・農業・

軍事など多方面において世界に冠たる超大国

の現状であります． 
新型コロナウイルスの蔓延について，その

悪い面ばかりに注目されていますが，データ

サイエンスの教育にとってはよい材料などを

も提供してくれています．毎日のニュースに

報道される陽性，陰性などの用語が耳に慣れ
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るようになりました．国や地域によって陽性

率に関しては算出のプロセスが異なり，直接

比較できるものではありませんが，文系の学

生さんに，正解率 (精度, accuracy), 適合率 
(precision), 再現率(recall, 感度, sensitivity), 特
異度(specificity), ROC (Receiver Operating 
Characteristic),  AUC（Area Under the Curve）
などの概念を陽性的中率や偽陰性率といった

用語を用いると以前に比べて教えやすくなっ

ていることを実感しています． 
日本の新型コロナウイルスに対処する行動

計量学のモデルの成功とともにデータサイエ

ンスの時代における本学会のさらなる発展を

祈願します． 
金 明哲（きん・めいてつ） 

同志社大学文化情報学部 

教授 

1978 年 7 月中国東北師範大学

数物系卒業 

2005 年 4 月より現職. 博士(学

術)  

 
 

運営委員会より 

運営委員会委員長 鈴木 讓（大阪大学） 
 

「心理モデリング部会」2019 年度活動報告 
小杉 考司(専修大学人間科学部) 

 
2019 年度より，研究部会として「心理モデリ

ング部会」をお認めいただきました．統計モデ

リングは様々な場面で活用されるようになって

おりますが，本研究部会では特に心理学領域に

おける活用を目的としています． 
今年度の活動としてはまず，夏と春の二回，

研究集会を開きました．夏の集会は 8 月 10 日

から 12 日にかけて，静岡県浜松市で開催しまし

た．部会員の他にも学部学生などが参加し，

MCMC のアルゴリズムや実験経済学・認知心理

学などでの確率モデルだけでなく，解析環境を

保存しモデルの再現可能性を高める取り組みな

どについて相互に情報交換を行いました． 
9 月に行われました第 47 回大会では，特別セ

ッションを開かせていただき，9 件の研究発表

を行いました．幸い多くの参加者にご来場いた

だき，盛会のうちに閉じることができました．

大会運営委員のみなさまを始め，ご来場いただ

いたみなさまにここで御礼申し上げます． 
 春の研究集会は 20 年 2 月 22 日から 24 日に

かけて，岡山県岡山市で開催しました．朝倉書

店から出版されました「社会科学のためのベイ

ズ統計モデリング」の著者と，講談社から出版

されました「R と Stan ではじめる ベイズ統計

モデリングによるデータ分析入門 」の著者をお

招きし，改めてベイズ統計モデリングの基礎か

ら，情報統計学の観点からみたモデルの作り方，

モデル評価などについて意見交換を行いました． 
 夏・春の研究集会では，Lightning Talk や個

別の研究発表をする時間枠を設けてあります．

ここでは参加者が，各自のちょっとした思いつ

きや今後の研究方針などを相互に相談しあえる

ような，軽快な雰囲気を大事にしております．

また上記の通り，研究領域に興味関心のあるひ

とは，部会員だけでなく，また学部学生などに

も参加してもらえるよう，なるべく開かれた形

で運用することを心がけています．もちろんそ

の都度，行動計量学会への入会や部会への参加

を促すよう声をかけています． 
 来年度も心理学領域と行動計量学会のより良

い関係を目指して，同様の活動，発表を行って

いきたいと考えています． 
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研究部会名「非対称データ分析のための理論

と応用」2019 年度報告 

報告者 代表者 多摩大学経営情報学部 今泉 忠 
 
 2019年度活動 
(1) Webでの広報 

Webでの広報を行った． 

http://stat.tama.ac.jp/myresearch/as
ymmetricscaling-bsj/  

 
(2) 2019年度 日本行動計量学会第47回大会

（大阪大学吹田キャンパス）でのセッ

ションの構成と発表 
セッション構成趣旨 

「行動現象を説明する場合に２国間の

貿易関係や２友人間関係など，n者の２者

間の関連度をもとにn者間の関係を分析

する場合がある．２者関係が非対称であ

る場合には，その非対称の関係などを踏

まえて分析することで，データに隠れて

いる関係をより捉えることができる．そ

のためのモデルと応用例について討議し，

n者間の関係に関する将来の研究に貢献

する．」 
特別セッション 非対称関連度行列の分析 
• An elementary theory of a dynamic 

weighted digraph (2) Its relation to 
the theory of evolutionarily stable 
strategy 
〇千野 直仁（愛知学院大学心身科学

部） 
• スライドベクトルを用いた Distance 

-association model について 
〇土田 潤（東京理科大学工学部情報

工学科），宿久 洋（同志社大学文化

情報学部） 
• 単相 2 元非対称類似度行列の楕円モ

デルの適用可能性 
〇今泉 忠（多摩大学経営情報学部） 

• 画像データの分類によるブランドイ

メージの類似性と混同についての分

析 
〇中山 厚穂（首都大学東京大学院経

営学研究科） 
• 特性に基づくブランドの評価 

〇岡太 彬訓（立教大学），鶴見 裕之

（横浜国立大学） 
 

(3) 2019年度 日本行動計量学会第47回大会

（大阪大学吹田キャンパス）ラウンド

テーブル  非対称分析の可能性 
• 非対称データの分析についてさまざま

な視点から広く討議するために開催し

た． 
オーガナイザー,司会者:今泉忠（多摩大学経営情

報学部） 
討論者:中山厚穂（首都大学東京大学院経営学研

究科） 
• 非対称分析から見えること，見えない

こと 
〇今泉 忠（多摩大学経営情報学部） 

• マーケティングにおける非対称デー

タの活用 
〇中山 厚穂（首都大学東京大学院経

営学研究科） 
研究会メンバー以外も参加し，オープンな

環境で様々な意見や分析について活発な討議

が行われた． 
 
総括 
2019 年度においては，活動を広める新しい試

みとしてラウンドテーブルを開催した．参加

者からさまざまな意見もあり活発であった． 
外部研究者を招いた研究会も計画したが，

2020 年 2 月〜3 月の状況の変化で開催できな

かった． 
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岡山地域部会 2019 年度活動報告 
坂本 亘（岡山大学） 

 
岡山地域部会は，岡山県および近隣地域の

行動計量学に関する研究と研究者間の人的交

流を積極的に行うことを目的としており，日

本行動計量学会から活動経費の助成を受けて

おります．昨年度より第５期の活動を行って

おります． 
今年度は計４回の研究会を計画しておりま

したが，新型コロナウイルス感染拡大防止の

観点から，誠に遺憾ながら，３月に予定して

いた２回の研究会の開催を延期せざるをえな

くなりました． 
今年度の研究会の開催概要は次のとおりで

す． 
 

第 72 回研究会（参加者 9 名） 
テーマ：経時データの解析 
日 時：2019 年 9 月 21 日(土) 
講演者・講演題名： 
丸尾和司（筑波大学） 
経時データにおけるモデル誤特定について 

臨床試験などで得られる経時応答データに

対する繰り返し測定混合モデル(MMRM)解
析において，欠測メカニズムの誤った仮定が

治療効果の不確実性の推定に及ぼす影響など，

最新の研究についてご講演いただきました． 
 

第 73 回研究会（参加者 24 名） 
okayama.R（第 1 回会合）との共催 
日 時：2020 年 1 月 25 日(土) 
特別講演の講演者・題名： 
山川純次（岡山大学自然科学研究科） 
R と WebGIS による環境汚染物質分布評価 
日本各地で開催されている統計処理ソフト

ウェア R の勉強会を岡山でも「okayama.R」

として立ち上げることになり，第１回会合を

開催しました．R などの統計ソフトウェアや

データサイエンスに興味ある方々に参加いた

だき，関連技術や業務効率化などについて，

情報交換を行う場としました． 
 

第 74 回研究会〔開催延期〕 
テーマ：データの分析手法とその応用 

毎年，若手研究者の育成を目的として，学

生セッションを設けて開催しています．教員

参加者による審査を行い，優秀な研究発表を

表彰しています．今年度は 2020 年 3 月 7 日

(土) に開催予定で，10 名の発表のエントリー

がありましたが，延期となりました． 
 

第 106 回行動計量シンポジウム・ 
岡山地域部会第 75 回研究会〔開催延期〕 

岡山大学主催「数理・データサイエンス教

育シンポジウム」の共催として，2020 年 3 月

20 日(土)に開催する予定でしたが，延期とな

りました． 
岡山大学は文部科学省共通政策課題「大学

における数理・データサイエンス教育の全国

展開」の協力校に指定されています．本シン

ポジウムでは，拠点校および中国・四国ブロ

ックの協力校等の取組，さらには企業等での

人材育成の取組についてご講演いただき，情

報交換の場とする計画でした． 
開催延期となりました上記シンポジウム・

研究会について， 2020 年度のなるべく早い

時期に開催したいと考えておりますが，今後

の推移を見ながら，改めて決定させていただ

きたいと存じます．どうかご理解の程，お願

い申し上げます． 
岡山地域部会の活動内容，今度の研究会の

開催予定などは，以下の Web ページに掲載し

ています． 
http://mo161.soci.ous.ac.jp/bsj_okayama/ 
https://sites.google.com/view/bsj-okayama/ 
 

今年度，参加・講演等でご協力いただいた

皆様に，この場を借りて御礼を申し上げます． 
 
代表者連絡先： 
〒700-8530  岡山市北区津島中 3-1-1 
岡山大学環境理工学部環境数理学科 坂本亘 
E-mail: w-sakamoto@okayama-u.ac.jp 
 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 165 号                                 2020 年 6 月 1 日 

5 

広報委員会より 

 

広報委員会委員長   尾崎幸謙（筑波大学） 

 

学会 Web ページの変更・整備・更新 

 学会名の英語表記変更と Web ページの信

頼性向上のために，学会 Web ページについて，

ドメイン名の変更と https 化を進めています．

具体的には https://bms.gr.jp/となる予定です．

URL の変更が完了しましたら，メールニュー

ス等でお伝えいたします． 

また，通常業務として Web ページの整備・

更新・ML による情報発信を行いました．今

後も会員の皆様に有益な情報が提供できるよ

う引き続き Web ページの整備・更新を行って

いきたいと思います． 
 

メールニュースの配信 

 2019 年度のメールニュースの配信状況は

下図の通りです．配信数はほぼ前年並みでし

た． 
広報委員会では，会員に関係があると思わ

れるシンポジウム，セミナー，公募情報(賛助

会員企業の求人情報も含む)などの情報を含

め，会員の皆様から情報を募集しております．

広報依頼の受付のページ 
 http://bsj.gr.jp/prrequest/ 
から情報をお寄せ下さい． 

 
メールニュースの配信数 

 

 

 

日本行動計量学会第 48 回大会ご案内 
第 48 回大会実行委員会 

委員長 竹村和久 
 
 日本行動計量学会第 48 回大会は，2020 年

9 月 1 日（火曜）から 9 月 4 日（金）まで早

稲田大学戸山キャンパスで開催させて頂くこ

とになりました．早稲田大学戸山キャンパス

は，地下鉄東西線早稲田駅から徒歩 3 分の便

利な位置にあります．会員の皆様にはぜひ積

極的なご参加を賜りますようお願い申し上げ

ます． 
現在新型コロナウィルスの問題に関して，

現時点では例年通り大会を開催する方向で準

備を進めておりますが，今後の状況によって

開催状況が大きく変更されることが予想され

ます．大会期間中感染予防の対策を行います

が，懇親会については，密閉，密集，密接の

条件を外すことが対策として困難なため中止

の決定をいたしました．また，事態の緊急度

に応じて，早稲田大学での学会大会の開催が

中止になる可能性があります．その場合でも

下記のような対応を行いますのでよろしくお

願いします． 
 

         記 
1. 研究発表の取り扱いについて：第 48 回大

会での研究発表（口頭発表，ポスター発表，

ラウンドテーブル，シンポジウム，チュート

リアルセミナー等）については，日本行動計

量学会第 48 回大会抄録集に掲載されている

研究内容を，すべて第 48 回大会において発表

されたものとします．ただし，期限までに参

加費等が振り込まれていない場合には，業績

としての発表を取り消します． 
2. 大会抄録集の印刷・送付について：大会参

加費早期振込者全員に，大会抄録集と領収証

を送付します．9 月中に発送する予定です． 
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3. 早期振込の大会参加費等について：大会参

加費は返金せず，大会抄録集の印刷・送付の

費用のほか，開催準備に要した経費，キャン

セル料等に充当します．残金が生じた場合は，

翌年以降の大会開催のための費用に充当しま

す． 
4. チュートリアルセミナーについて：大会開

催中止の可能性を考え，チュートリアルセミ

ナー参加費は当日支払のみとし，早期振込は

受け付けません．大会開催中止の場合には，

無料でのネット配信を検討しております． 
 また，大会の案内を下記にさせていただき

ます． 
○ 大会開催要領  
日 程：2020 年 9 月 1 日(火)～9 月 4 日(金) 

 場 所：早稲田大学戸山キャンパス（東京都

新宿区戸山 1－24－1） 
 アクセス：早稲田大学戸山キャンパス

https://www.waseda.jp/flas/glas/access/ 
○ 大会日程  
5/29（金） 一般研究発表申込締め切り 
6/15（月） 抄録原稿提出締め切り 
7/1（水）  速報版プログラムのウェブ公開

予定 
7/27（月） プログラム冊子送付予定 
8/3（月）  事前参加申込締め切り 
8/6（木）  事前参加費振込み締め切り 
9/1（火）～9/4（金）第 48 回大会（チュート

リアルセミナー1 日） 
○ チュートリアルセミナー  
日 時 2020 年 9 月 1 日（火） 

テーマ A：12 時 30 分～15 時 30 分 
テーマ B：15 時 45 分～18 時 45 分 

以下注意点を記載します．どちらか一方の

みの参加も，両方参加することも可能です． 
早期申し込みに「限り」，両方参加時のセッ

ト割引があります．参加費の詳細は大会開催

要項をご覧ください．両テーマとも定員など

は設けていません．ただし，教室のキャパシ

ティ（約 100 人）を超えた場合はその限りで

はありません． 

テーマ A 「ベイズ統計における情報量規準と

クロスバリデーション」 
講 師：渡辺澄夫 先生（東京工業大学 情報

理工学院 教授） 
概 要：ベイズ統計では，与えられたデータ

に対し分析者が統計モデルと事前分布を設

計する．データを発生した真の分布（未知

である）に対して統計モデルと事前分布の

適切さを調べるために広く用いられている

方法が情報量規準とクロスバリデーション

である．このチュートリアルではこうした

問題に初めて出会う人のために，以下のこ

とがらを述べる．(1) 真の分布を推定すると

いう観点から最尤法とベイズ法はどのよう

に異なるかを述べる．(2) 情報量規準とクロ

スバリデーションには様々なものが提案さ

れているが，それらの紹介と比較を行う．

(3) 潜在変数を持つモデルへの応用の例を

紹介する． 
 
テーマ B 「マーケティング研究におけるラン

ダム化フィールド実験の活用」 
講 師：守口剛 先生（早稲田大学 商学学術

院 教授） 
概 要：近年，マーケティング研究において

も，他の社会科学領域と同様に，ランダム

化フィールド実験を用いた研究が数多く行

われるようになっている．この手法の特徴

は大きく２つある．その第 1 は，現実のフ

ィールドを舞台とすることによって，マー

ケティング活動と消費者行動の双方につい

てリアリティの高いデータを捕捉できるこ

と，第２は，ランダム化によって厳密な因

果関係の捕捉を目的とするということであ

る．本チュートリアルでは，マーケティン

グ研究，消費者行動研究およびその周辺で

研究を行っている方々のために，ランダム

化フィールド実験を実施する際の留意点を

整理するとともに，この手法を用いた研究

例を紹介する． 
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○ 大会基調講演  
講演者：椿広計 先生（統計数理研究所所長）  
日  時：2020 年 9 月 2 日(木) 午後 
椿広計先生は，統計学や数理科学，さらに

はファジィ理論にも造詣が深く，現在，政府

統計ミクロデータの構造化と研究利用プラッ

トフォームの形成（科研基盤研究Ａ）のプロ

ジェクトにも関わっています．また，椿先生

が所属する統計数理研究所は，林知己夫先生，

赤池弘次先生などをはじめ行動計量学会にも

大変関わりの深い研究所であり，統計科学と

それに関連する数理科学に関するわが国唯一

の研究機関であります． 
○ 柳井レクチャー 
詳細については決定次第メーリングリストで

お知らせします． 
○ お問い合わせ先 
大会ヘルプデスク bsj-desk@bunken.co.jp 

 
 
2020年度統計関連学会連合大会のお知ら

せ（第三報）     2020年5月8日 
 

運営委員長 藤野 友和（福岡女子大学） 
実行委員長 山本 義郎（東海大学） 
プログラム委員長 冨田 誠（横浜市立大学） 
 
 今回で 19 回目になる 2020 年度統計関連学

会連合大会について進捗状況をご報告いたし

ます．今大会は 応用統計学会，日本計算機統

計学会，日本計量生物学会，日本行動計量学

会，日本統計学会，日本分類学会の 6 学会主

催により開催する運びとなりました．初日の

9月8日(火)はチュートリアルセッションと市

民講演会を，2 日目以降（9 月 9 日(水)～12
日(土)）は一般講演や企画セッションなどを，

会場は富山国際会議場および富山県民会館で

開催いたします．懇親会は，大会 3 日目（9
月 10 日（木））の晩に，富山電気ビルディン

グで開催します．是非ご参加ください． 
この第三報では，チュートリアルセッショ

ン，市民講演会，企画セッション，コンペテ

ィションセッションなどの概要を項目ごとに

ご紹介いたします．今後，連合大会のウェブ

ページ 
https://confit.atlas.jp/guide/event/jfssa2020/top 

に関連情報や詳細情報を随時掲載していきま

すので，ご覧ください． 
 
1. 新型コロナウイルス感染拡大に伴う大会

開催の見通しについて 
  新型コロナウイルス感染拡大に伴う影響が

各所に出ているところですが，大会組織委員

会においては，現段階では富山現地での通常

開催に向けての準備を進めていくということ

を確認いたしました．また，大会会場ならび

に懇親会では密閉・密集・密接のいわゆる三

密を避ける形を取る予定です．通常開催を行

うか否かについては，現在のところ 8 月初旬

までに決定し，アナウンスする予定としてお

ります．完全な形での通常開催が難しいとい

う判断になった場合，大会の一部もしくは全

部をオンラインで開催する方向で準備する予

定です．状況の急激な変化が起こった場合，

決定時期が変更になる可能性もあることをご

承知おきください． 
 このことに伴い，第二報でご案内しており

ました「事前参加申込」の開始時期を 7 月 1
日から 1 カ月程度遅らせて，8 月 7 日とする

こととしました． 
最新の情報については，連合大会ウェブペ

ージをご確認頂きますようお願い致します． 
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2. 大会日程，開催場所，各種受付期間 
開催日程・場所  
9 月 8 日（火）：チュートリアルセッションと

市民講演会  
9 月 9 日（水）～12 日（土）：本大会 
（8 日は富山国際会議場，9 日以降は富山国際

会議場および富山県民会館） 
主催 応用統計学会，日本計算機統計学会，

日本計量生物学会，日本行動計量学会，

日本統計学会，日本分類学会 
懇親会 9 月 10 日（木）18:30～20:30（予定） 

富山電気ビルディング 
講演申込 5 月 11 日（月）11:00～ 6 月 3 日

（水）17:00  
報告集原稿提出 6 月 8 日（月）11:00～ 6

月 26 日（金）17:00  
事前参加申込  8 月 7 日（金）13:00～ 8

月 28 日（金）17:00 
 

 

 

会員の著書等 

 
菅民郎（監）志賀保夫・姫野尚子（著）『使え

る 51 の統計手法』，オーム社，2019 年 9 月 
 

 
 
 
 

村上征勝（監）金明哲・小木曽智信・中園聡・

矢野桂司・赤間亮・阪田真己子・宝珍輝尚・

芳沢光雄・渡辺美智子・足立浩平（編）『文化

情報学事典』，勉誠出版，2019 年 12 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
矢本成恒・山本直樹（編著）林慶一郎・福山

雄介・深井隆司・加藤篤史・堀山正雄・松村

幸一・石井忠夫・大石隆文・上田敬三 ・余田

和明・河合正人（著）『ケースで学ぶイノベー

ション経営 II』，三恵社，2020 年 3 月 

 
村上征勝（著）『この本を書いたのは誰だ？ー

統計で探る“文章の指紋”』， 勉誠出版，2020
年 4 月 
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Tadashi Imaizumi, Atsuho Nakayama, 
Satoru Yokoyama（編）『Advanced Studies in 
Behaviormetrics and Data Science: Essays 
in Honor of Akinori Okada』，Springer 
Nature Singapore Pte Ltd，2020 年 4 月 

 
吉岡真治・村井哲也（著）水田正弘（編）『デ

ータサイエンスのためのデータベース』，講談

社，2020 年 4 月 

 
 
 
 

会員からのお知らせ 

     訃報 肥田野 直 先生 
       繁桝算男(慶應義塾大学) 

 
肥田野直先生が令和 2 年 1 月 14 日 99 歳で

逝去されました．7月 9日が誕生の日なので，

もうすぐ 100 歳という長寿を全うされました． 
ご存知のように，肥田野先生は，林知己夫

初代理事長の跡を継ぎ，1988年4月から1991
年 3 月まで本学会の理事長を務められました．

林先生のリーダーシップと設立に参加した若

い研究者たちの熱意によって本学会が興隆期

にあった，この時期に学会の円滑な運営のた

めに尽力されました． 
肥田野先生と言えば，心理学の研究者とい

うイメージが強いかもしれませんし，実際，

先生のリソースの使い方から言えばそうであ

ったとも言えますが，林知己夫先生とは古く

からの交流があります．肥田野先生が東京大

学の心理学を学ぶため大学院に進学された

1945 年当時，指導教員であった高木貞二教授

の研究室には，数学科出身の林知己夫先生も

よく顔を出されていたそうです．また，そん

な関係もあり，戦後の国字改革に大きな影響

を与えた「読み書き能力調査」には，肥田野

先生，林先生ともに重要な役割を持って一緒

に仕事をされたようです． 
肥田野先生の行動計量学関連のお仕事とし

て重要なのは，戦後すぐに来日した教育使節

団の提言によって実施された進学適性検査の

結果のデータ分析を担当されたことです．こ

のデータ解析の指導者として当時新進の心理

測定の研究者，クロンバック先生が参加され

ており，肥田野先生は彼から直接データ分析

の手解きを受けられました．クロンバック先

生が提案し，心理学関連で最も引用数が多い

といわれるα係数についても，まだ論文とし

ては出版されていませんでしたが，既にその

折にその方法について教示されたそうです． 
行動計量学会に対する肥田野先生の動機づ

けの基盤は，「分野を超えた，実質的な研究レ

ベルでの信頼関係が重要である」，「いろいろ

勉強したが結局方法論の重要性に行き着いた」 
という本人の言が物語っているように思いま

す．私個人の思い出としては，行動計量学会

に対して，「この学会は上手に若返りができて

いるね」というコメントをくださいました．

肥田野先生が，およそ悪口をおっしゃること

は聞いたことがなく，誉め言葉もあまりお聞

きしなかったように思います（これを読んだ

方の中にはたくさん誉め言葉をいただいた方

もいるかもしれず，この点の真偽は若干保留
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しておきますが）ので，このコメントは本学

会に対する誉め言葉という風に解釈しており

ます． 
なお，上記のようなエピソードに関しては，

ご子息の肥田野登先生（東工大名誉教授）か

らお聞きしたことが多いのですが，より詳し

くは，東大出版会の PR 誌，UP に連載されて

いる「心理学の戦後－米国教育使節団と日米

学者」が，参考になります．最新号Number571
の第 3 回では，「進学適性検査」について書か

れています．全部で 8 回の連載であり，原稿

は最後までそろっているそうです．また，日

本心理学会の HP に掲載されている心理学ミ

ュージアムでのインタビュー記事

（https://psychmuseum.jp/oral_history/hid
anotadashi/）や日本文化科学社から出版され

た「往時片々」(1994)も興味深く考えるべき

材料が盛りだくさんです． 
 さて，ここで，行動計量学会関連以外の，

肥田野先生のキャリアを簡単に紹介します． 
津田塾大学と東京女子大学で教鞭をとられ

た後，1955 年に東京大学教育学部に赴任され

ています．1981 年に東京大学を退官された後

（東京大学名誉教授），大学入試センターで研

究部長，1982 年に同センター副所長を務めら

れ，1986 年に退職されました（大学入試セン

ター名誉教授）．その後は放送大学に 1991 年

まで務めていられます．その間，1990 年から

1994年まで日本学術会議の第1部長の任に当

たられました． 
 大学入試センターでは，単なる理論的研究

ではなく，実際にテストをする実行機関とし

ての要職にあって，毎年の試験実施の上での

ご苦労もされたことと推察します．印象に残

っているのは，今と変わらず，入試は世論の

注目を浴びやすく，肥田野先生が珍しく大学

入試に関して，マスメディアに，具体的には，

田原総一朗氏が司会する「朝まで生テレビ」

に出演されたことです．行動計量学の研究者

の眼から見れば当たり前のことだと思います

が，想定される代替案はすべて良い，すべて

悪いという単純な優劣はなく，それぞれの代

替案を実施した結果には，良い結果と悪い結

果がともに予想されます．それらの個々の結

果の良し悪しの評価は立場によって異なるし，

どの結果が予想されるかの統計的予測が難し

いことが常に議論が紛糾する種です．そのこ

とを踏まえて，この時の議論らしきものを再

現するならば，このテレビでの個性の強い論

客たちは，大学入試センターの打ち出す方針

が招来する悪い結果だけを取り上げ，エピソ

ード的に強調するのです．これらの一方的発

言に対し，肥田野先生は感情に流されず毅然

として誠実な答えを繰り返していらっしゃっ

たのをよく覚えています． 
 この追悼の記にすでにこの原稿の筆者の主

観が入り始めていますが，最後に個人的な思

い出を少し書かせていただきます．肥田野先

生は私が東京大学の教育心理学教室で学んで

いたころの指導教員です．理系の研究室と違

い，ああせい，こうせいという指導ではあり

ませんでしたが，にこにこと，懐深く大学院

生たちの勝手なふるまいを見ていていただき

ました．また，いくつかの会議で先生が委員

長をされている委員会の委員を務めたことも

あります．この場合も強引に結論に導こうと

いうよりも，各委員にいろいろ発言させてお

いて，結局は最も多くの人が落ち着くことの

できる結論へ導くというそういう議事進行の

スタイルでした． 
 改めて，肥田野先生の足跡をたどってみる

と，その引き出しの多さ，そして，それぞれ

の引き出しに，見事な見識と知識が詰まって

いたことがわかります．その引き出しをむや

みに外に見せるというタイプではありません

でしたので，先生の引き出しを見せてもらう

には若干のこちらからの働きかけが必要だっ

たのかもしれません．お元気なうちに，その

ような認識や知識をお聞きし，指導していた

だきたかったと悔やまれます．肥田野先生の

残された論文を読みつつ，また，初心に戻り，

勉強させていただきたいと願っております． 
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学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだ

け論文として投稿して下さい．お待ちしてお

ります． 
 
和文誌：「行動計量学」 

〒108-8345 東京都港区三田 2-15-45 
慶應義塾大学経済学部 
星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 
E-mail: hoshino@econ.keio.ac.jp 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 
(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 
注)XX: 論文掲載の巻 No. ，YY: 論文の開始ページ No. 
 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 
Editorial Manager からご投稿下さい． 
https://www.editorialmanager.com/bhmk/de
fault.aspx 
植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

 

 

(DOI) 
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 
注)XX: 論文掲載の巻 No. ，YY: 論文の開始ページ No.  

(ISSN)0385-7417（print version） 
(ISSN)1349-6964 （electronic version） 
 
既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについ

て 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学

技術振興機構（以下，JST）の支援を受け，本

学会欧文誌「Behaviormetrika」および和文

誌「行動計量学」に掲載された論文記事を創

刊号（1974 年）に遡って電子化し，JST で運

用している電子アーカイブサイト J-STAGEに

て全文公開（無償での公開）しております．

電子アーカイブ化・公開には，創刊号からの

掲載論文の著作権行使（全文電子公開）同意

を論文著者から得る必要があります．1999 年

の総会以降刊行された論文については，著作

権は日本行動計量学会に帰属するよう規定が

明確に定められましたが，それ以前に掲載さ

れた記事等の著作権は，明確に定められてお

りませんでした．電子化し公開するに当たっ

ては，各論文の著者全員に，本学会への著作

権委譲についての文面をお送りし，多くの著

者のご了解をいただきました．現在までにお

返事をいただいていない著者の論文は，本来

は著者からの権利委譲を待つべきですが，「行

動計量学」「Behaviormetrika」それぞれ全体

の研究上の利便性，研究者の利用の便宜等を

考えて，すでに電子化公開しております．著

作権委譲についてお返事をいただいていない

著者で，電子化し公開することが不都合とお

考えの方は，和文誌，欧文誌それぞれの編集

委員会までご連絡下さるようお願いいたしま

す．公開を中止するなど，学会として誠意を

もって対応いたします．  
 
 
 
 

http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY
http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY
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なお，著作権委譲について行いました手続

き等は会報 123 号（2009 年）に掲載され，学

会の WEB ページの「学会誌」の「著作権規

定」の欄 
http://bsj.gr.jp/journals/copyright/  
に掲載されていますのでご参照下さい． 
 また，「Behaviormetrika」は，2017 年 1
月発行の Volume 44，Number 1 よりシュプ

リンガー・ジャパン社からの出版になりまし

た．これに伴って Volume 44，Number 1 以

降はシュプリンガー・ジャパン社の Web site
において公開されます（非会員には有償）．

Volume 43，Number 2 以前に掲載された論

文は，従来通り JST で運用している電子アー

カイブサイト J-STAGEにて全文公開されます． 
 

ご連絡 

 

日本行動計量学会会員数（2020年4月29日現在） 

正会員       ： 765 名 （海外 4 含む） 
準会員       ： 99 名  
名誉会員      ： 21 名  
賛助会員      ： 23 社  
シニア会員     ： 37 名  
計         ： 945 名  
学会誌等寄贈先 ： 5 件  
 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳

しくは，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5  
アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 
E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 
Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 
会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 
 本会では，会員向けメーリングリストに登

録されたアドレスにメールニュースを配信し

ています．こちらへメールアドレスを新規登

録，変更，削除（メールニュースの配信停止）

される場合は，ご自身で，「会員向けメーリン

グリスト：登録・サービスの詳細」のページ 
http://bsj.gr.jp/members/mlist/  
に接続して，そこの指示にしたがって，マイ

ページにログインして作業を行って下さい．

よろしくお願いします． 
 

マイページへのログイン 
 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用

のパスワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 
 学会 Web ページの「会員のみなさまへ」の

会報の「最新版」，「バックナンバー」および

「過去のメーリングリストアーカイブ」（過去

のメールニュース）のページにアクセスする

際には，以下のユーザー名とパスワードの入

力が必要となります． 
ユーザー名：bsj  
パスワード：1973 

 
求人情報の掲載について 

 大学およびそれに準じた組織（国立研究機

関等）の教員公募などの求人情報および賛助

会員企業・団体の求人情報は，ご依頼に応じ

て会報やメールニュースの記事としての掲載

および学会ホームページからのリンクを行っ

ています． 
 ただし，会員が所属する企業・団体であっ

ても，当該企業が非会員の場合，かつ大学及

びそれに準じた組織（国立研究機関等）でな

い場合には，求人情報を記事として配信する

ことはできません．配信を希望される場合に

は，事前に賛助会員になって頂く必要があり

ます． 
会報の広告欄への出稿（有料）については，

賛助会員であるかどうかにかかわらず，また
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求人広告かどうかにかかわらず，お引き受け

しています．後述する方法でお申し込み下さ

い． 
 

会報の広告欄への出稿について 
会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，

以下で受け付けています．ただし，広告は，

学会の目的に沿うものである必要があります． 
 
〒162-0801 東京都新宿区山吹町 358-5 
アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 
E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 
Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 
会報原稿募集 
広報委員会では，会員の方が最近発行され

た著書（会報発行日に出版後 2 年を経過しな

いもの）や，会員に関係があると思われるシ

ンポジウム，セミナー，公募情報（賛助会員

企業の求人情報も含む）などの情報を含め，

会員の皆様から原稿を募集しております． 

広報依頼の受付のページ 
 http://bsj.gr.jp/prrequest/ 
から情報をお寄せ下さい．なお，2011 年度に，

日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」

が創設されました．出版賞は，過去 3 年程度

の間に会員によって刊行された優れた図書の

著者・訳者が対象となっています．本会報の

「会員の著書等」の紹介コーナーは，会員の

方々が著書等を出版されたことをアピールで

きる数少ない場であると思いますので，優れ

た書籍の推薦や情報などをお寄せ下さいます

ようお願いいたします．なお，会員の方がご

自身で出版された著書についてご連絡いただ

く際には，書誌情報とともに（出版社から入

手した）書影を後日お送りいただきますので，

ご準備下さい． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の

前々月の末日まで（次号 166 号の場合には 7

月末日）にお寄せいただければ，直近号に掲

載することが可能です．それ以降に届いたも

のにつきましては，内容を判断した上で，次

号に回させていただきますのでよろしくお願

い申しあげます． 
不明な点などございましたら，上述の広報

依頼の受付のページよりお問い合わせ下さい． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の

掲載は，学会の目的に沿ったものに限りま

す． 
 
編集後記 

今号にご寄稿くださった皆様におかれまし

ては，紙面を借りて，御礼申し上げます．新

型コロナウイルスに伴う対応でお忙しい中に

もかかわらず，ありがとうございました． 

前号にてお伝えしましたが，肥田野直 2 代

目理事長・名誉会員が今年はじめにご逝去さ

れました．今号では，繫桝先生に貴重なエッ

セイをご寄稿いただきました．この場を借り

て御礼申し上げます． 

会員の皆様方で，エッセイ，ご意見，ご要

望，その他会報に掲載すべきと思われる情報

などございましたら広報依頼の受付ページ 

http://bsj.gr.jp/prrequest/ 
より，ご連絡下さいますようお願い申し上げ

ます． 

 (ふじた たいすけ，藤田 泰昌) 
 
 

題字：林知己夫 
 
広報委員会委員長：尾崎幸謙 

会報作成担当：藤田泰昌,石橋敬介,稲水伸行，

岩間徳兼,上野雄史,大﨑裕子，

久保沙織, 水師裕, 鈴木宏哉， 

登藤直弥, 朴堯星, 袰岩晶, 

       元山斉 

相談役：中山厚穂
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